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井真成研究 その後の研究動向によせて 




























による西北 学歴史博物館参観に際して、副館長の賈麦明氏から「日本」国号を持つ墓誌が紹介された。この墓誌が過去 類例を見ない遣唐使随員のも であることを確認した専修大学側は、十月二日に西北大学文博学院との間に研究協力の覚書を取り交わし、できるだけ早い段階で日本でこの墓誌に関するシンポジウムを開催することを約した。西北大学がこの墓誌の存在を広く一般に公開したのはこの直後、十月十日のことであり、公開された墓誌の写真と拓本は、日中両国の古代日中関係史に携わる研究者に大きな興奮と学術的な刺激とを与えた。
 
また、シンポジウムの準備段階では朝日新聞社から協力の申し出もあり、協議の結果、専修大学・西北大学共同研
























































































日本での姓に由来するものではなく、井真成が入唐後に自ら創作した唐名であると考える。 れ 『旧唐書』巻一九七上「東夷伝」 「其の偏（副）使朝臣仲満、中国の風を慕い、因りて留まり 去らず、姓名を改めて朝衡と為す」と見られる阿倍仲麻呂の例と同様な のである。また 日
本の二字姓を一字姓に改変したことに関する説得力ある傍














（ 47 ） 
王建新氏はシンポジウム当日に拡大写真のスライドをを使って、第三行目の欠字は間違いなく「銜」であるが、第




























侶らが七二〇年に撰写した『日本書紀』から始まって、こ ころ日本で作成された墓誌銘文 いたるまで、全 が漢字のみによって記述がなされている。 それゆえ、 七三四年 刻まれた井真成墓誌には外国文字を記すために空白といっ













































のものであるだけでは く、国号として 「日本」が刻まれた最も早い現物資料ともなってい 。この問題に関して指摘しなければならないのは、東洋大学の高橋継男教授 東京のシンポジウム会場で、台湾の研究者が台湾の骨董屋で発見した玄宗の先天二年（七一三）の『杜嗣先墓誌』 「日本」という語句がはっき と刻ま てい という新事実を紹介し、多くの参加者を驚かせたことである。残念ながら、こ 墓誌は正式な考古学的発掘調査 って確認されたものではなく、そのために史資料としての価値が半減して る。墓誌 記載内容については 葉國良『石学続探』































のではない。そのために、現在のところ考古学者が井真成墓誌の具体的な出土地点を知る手立てがない。それでは彼は生前、長安城のど 辺り 住み、また埋葬された地点はどこなのだろうか らの疑問も当然明らかにする方法がない。現在残された唯一の手がかりは墓誌銘文中の「乃終















次いで北周 安伽墓、史君墓、康業墓を発掘した。安伽墓は西安市北郊の未央区大明宮郷坑底寨村西北三〇〇メートルに位置し、北周の都城からは東に三・五キロメートルの距離である。史君墓は北周の都城から東に五・七キロメートルの距離にあり、安伽墓とは約二・二キロメートル 距離がある。康業墓は安伽墓の北一五〇メートルにある。さきの推測からすれば、こ 三基の異郷人の墓は 北周都城 東で なく、北周都城の西北に営まれるべきであったことになる。このことからも、単 滻水の東原に埋葬されたということのみに拠って長安に客死した日本人留学生井真成が故郷の東方に向って埋葬されたと言うと、辻褄が合わせられない になる。
 
亀井明德氏は長安城東郊から出土した大量の唐代墓誌の分析を通じて、井真成の墓は西安東郊の郭家灘墓地群に埋

























てきたことになる。井真成もま 、翩翩たる様子 才気 溢れる若者であ ろう 、志を得ることなく開元二十二年（七三四）正月に三十六歳で早世してしまった。井真成という人物が日中の歴史書にその名 留めることはなかったが、今回の発見は単 このような歴史史料の空白を補うだけでなく、日中古代文化交流の新 い資料となりうるものである。
 
 










ば、書者の楷書は規範性と保守性を持ちながら 、そ 篆 について知識にはいくつかの欠点が露呈している。これらのことは、墓誌銘文の書者は芸術的 書家や、阿倍仲麻呂 ような中国 古典文化に精通した知識人ではなく、 「甄官署」配下の一介の事務担当の吏員であり、ま それゆえ書者と井真成との間にはなんらの関係も存在していないことを証明している。
 
さらに、古代日本人と篆書との関係から言えば、井真成墓誌は篆書を用いた唯一の例である。実際に、古代の日本


























れなかったのであろうか。私 こ よ な現象 奈良 に提唱され推進され 「薄葬」と関係があり、反対に必ずしも言うところ 道教の宗教性との関係性からではないのではないか 考える。もし土屋氏の ように、墓誌蓋と碑額の篆書と道教との関係性が説明できる なら、それで
は日本が奈良時代に中国の印章文化を学んだり取り入れな





かずにまた解決を待っているいくつかの問題があることを指摘することができ 。しかし、我々は多くの参加者にる共同研究を推進することで、井真成墓誌 様々な学問領域、様々な角度からの総合研究が可能 ることを確信してい 。またこれまでに、日中古代文献史料と考古発掘による新資料を用いて国際シンポジウムの論文集である『遣唐使の見た中国と日本―新発見「井真成墓誌」から何がわかるか―』を編集し、シンポジウムから半年後に当たる二〇〇五年七月に日本の朝日新聞社より刊行することが出来た。この論文集は初版 して七千部が印刷されたが、この種の新刊書としては売れ行きは好調で多くの読者を獲得している
 
今回の井真成墓誌についての東京での国際学術シンポジウムは以上のように盛大に行われたが、これは西北大学と














































氏の私見について、原著で 紙幅の都合のため十分な実証的説明がなされておらず、時には論理が飛躍しているとの印象も与えかねな 部分もあるが、本訳稿も同様に 訳注を施すだけの紙幅がない。さしあたり本稿で取り上げ




文を尊重しながらシンポジウム当日の配布資料である『専修大学・西北大学共同研究プロジェクト資料集』 ・ 『墓誌研討会資料集』 （共に、専修大学遣唐使墓誌研究プロジェ
クト、二〇〇五年）に寄せられた荒木敏夫氏と矢野の文
章や前掲『遣唐使の見た中国と日本―新発見「井真成墓誌」から何がわかるか―』なども参照して、一部を書き改めたものである。
 
